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（注）本リストは，平成29年8月に公表したリストをベースに平成31年2月から令
和元年6月にかけて外務省が改めて把握できる範囲で調査した情報に基づくも
のです。今後新たな事実が判明した場合には記載の内容に変更がありえま
す。

国名 案件名 贈与契約（Ｇ／Ｃ）締結日 完了日 案件概要 供与限度額 被供与団体名 効果が現れている状況 成功要因・教訓

アンゴ
ラ

アンゴラ空手連盟空手器材
整備計画

2018年2月15日 2019年3月28日

アンゴラ国内における空手の活性化に向けて活動
する空手連盟への支援及び日本の伝統武道普及の
ため，毎年開催する空手全国大会や空手イベント等
で使用する大会用器材を整備するもの。

¥3,294,500 アンゴラ空手連盟

本件実施前は，空手連盟は公式試合用マット等を他の団体からの借用している状況であったが，2018年11月に実施し
た第2回空手大使杯では，本件により整備された畳マット及び電光掲示板を用いての開催を実現することができた。こ
れにより，選手の士気を高めるだけでなく，指導者の空手普及への意欲もさらに高まっている。整備した器材は，空手
連盟本部で管理されており，試合で使用する際には，連盟幹部が責任をもって運搬を行っている。すでに地方で行わ
れている大会でも使用が確認されており，適切な使用が行われている。本件は，当地での対日理解の促進や日本の伝
統武道普及に貢献するだけでなく，我が国の国際貢献策として2020年東京五輪に向けた国際公約の一つである
「Sport for tomorrow」に合致するものである。2020年の東京五輪に空手が正式種目として採用されたモメンタムを活用
し，日本のスポーツ分野における協力体制構築に資する。

大統領を始め，政府要人や外交団の中にも空手経験者が多数存在するこ
と，空手が東京五輪種目として追加され注目を浴びていることから，この空
手分野への支援は，政府要人を含む幅広い層にアピールする支援となっ
た。また，平成29年度在外公館文化事業との連携により，空手連盟と共催
で空手大使杯を実施した。空手連盟本部が当館から近くに位置することも
あり，空手連盟と連絡を密に行えたこと，青年スポーツ省やスポーツ行政
関係者が参加した同大会のプログラムの中で供与式を実施できたことが
成功要因である。

ドミニカ
共和国

サントドミンゴ自治大学柔道
機材整備計画

2016年2月26日 2017年12月8日
サントドミンゴ自治大学が，柔道本来の魅力を正しく
伝え，柔道競技をより効果的に普及させることを目
的として，柔道器材を整備するもの。

¥9,397,850 サントドミンゴ自治大学

本件により柔道器材の質が向上したことで，より高度な技の練習が可能となり，2018年にはサントドミンゴ自治大学の
柔道部員男女各1名がドミニカ（共）代表としてパン・アメリカ大会に出場して上位入賞を果たした他，練習生の段位が
向上している（2018年度，6名が段位獲得及び昇段）。　また，練習場内に扇風機やウォーターサーバーを設置したこと
で，より快適な練習環境が整い，熱中症の症状を訴える者がほとんどいなくなった。　このような改善が学生等の間で
広まり，定期的に練習に訪れる部員や同施設を利用する少年少女の柔道クラブも受講生の数が供与前から増加し，本
件は柔道の普及にも貢献している。更に，利用者が我が国の支援に感謝し，器材を大切に扱い，率先して練習場の掃
除を行うという機運が生まれ，精神面の向上及び対日理解の促進にも効果が現れている。

柔道の練習が安全に行えるように床等の改善や高温への対策を行い，よ
り快適な練習環境が創出されたことが柔道のレベルアップ及び普及に寄
与している。また，JICAの柔道ボランティア派遣による支援がレベルアップ
及び利用者の増加に対する相乗効果を生んでいる。

ウルグ
アイ

ウルグアイ共和国大学情報
コミュニケーション学部視聴
覚メディア機材整備計画

2017年3月20日 2018年3月9日

ウルグアイ共和国大学情報コミュニケーション学部
における視聴覚メディアスタジオ内の機材を整備し，
より専門的な技術習得・研究を可能とし，同学部に
おける視聴覚分野関連分野における人材育成の多
様化及び授業の質を向上させるもの。

¥9,850,080
ウルグアイ共和国大学情報コミュニ
ケーション学部

2018年3月に供与が実施されて以降，同スタジオにおいて，学部生，研究生等向けのテレビ番組制作や視聴覚分野に
おける人材育成のための授業が行われている。実際，「オリエンタレス」というテレビ番組が学生たちにより制作され，
本年ＴＶ局における放送が検討されている。映画撮影ワークショップ，大学ラジオ局の収録，卒業生向けの生涯教育の
映像制作の授業，他学部生も受講する視聴覚マルチメディア入門にも同スタジオが利用されている。

2017年に建築された同校の情報コミュニケーション学部の新校舎のスタジ
オに，必要な機材を時機を捉え供与したことにより大いに効果が発現して
いる。同供与により当国で最大の国立大学である共和国大学との協力関
係強化に役立っており，ウルグアイの人材育成に貢献している。また，当
館との文化事業の実施についても極めて積極的であり，広報，集客の面
からも強い協力関係が構築されている。

エクアド
ル

チンポラソ県スポーツ連盟
サブーン・スポーツ理学療
法センター建設及び機材整
備計画

2016年11月24日 2017年9月4日
リオバンバ市で理学療法を必要とする障害者を含め
たスポーツ選手のためのリハビリセンター建設及び
スポーツ・リハビリ機材を整備するもの。

¥9,582,720 チンポラソ県スポーツ連盟
本件支援により，サブーン・スポーツ・コンプレックスにおけるリハビリ治療体制が拡大し，障害者を含めたスポーツ選
手のリハビリ治療への需要過多への対応が可能となった。実際に，本件支援以前の同施設の利用者数は2016年は
1120名であったのに対し，2018年は4312名となり4倍近く増加した。

チンポラソ県は全国的にも元々障害者の数が多い等，リハビリ治療への
需要が高いにも関わらず，リハビリ治療のための施設が不十分であった現
状に対して，同県において最も総合的かつ設備の充実した施設を建設し，
ニーズに合致した支援を行ったことが成功要因である。

コロンビ
ア

カリ南部日本語・日本文化
教室整備計画

2017年1月26日 2017年9月29日

コロンビア共和国のカリ市にあるコロンビア日系人協
会は1968年に最初の日本語教育機関である「光園」
を設置した。同教育機関は市の北部に位置し、近年
住宅開発が広がる市の南部にも日本語学習希望者
が増加したことを受け，本件は，同市南部に同協会
が所有する武道場の3階を増築して日本語・日本文
化教室を8教室を設置し，日本語教育及び日本文化
の普及活動を充実させるもの。

¥9,841,440  コロンビア日系人協会

カリ市に日本語教室を設置したことにより，同市南部地区の日本語学習希望者の数が増加した。またガラス張り日本
武道場の３階にあるので，日本武道や日本文化（折紙、盆栽、生花、日本料理など）を学ぶ青少年、一般大人なども日
本語学習に興味を示し，また日本語学習者が日本武道や日本文化クラスに出席するなど，相乗効果となって，日本語
のみならず，日本文化に興味を示す者が増加し，対日理解の促進及び親日家の醸成に役立っている。

同市南部地区には県立バジェ大学などの高等教育機関が１０校、高等学
校が12校あり，学生街であることが成功要因となっている。日本語教室の
みでなく，日本武道クラスや日本文化クラスも併設していることから，若年
層を対象にした日本文化紹介、日本語普及活動が活発に行われるように
なった。2020年から日本語能力試験を実施する予定となっているところ，
今後の日本後学習者数の増加が期待される。

ジンバ
ブエ

ブラワヨ市ヒルサイド教員養
成校体育館改修計画

2015年1月30日 2012年11月18日
ヒルサイド教員養成校の体育館の改修及び運動器
具の整備を行うもの。

¥7,320,881 ヒルサイド教員養成校
改修した体育館は清潔に使用されており，供与機材は全て良く整備され使用されている。これらの供与品は、体育の授
業をはじめとして、日常的に使われている。また、教員養成校が授業外の時間に近隣住民に貸し出しを行い、近隣住
民も利用している。

被供与団体である教員養成校が位置するブラワヨ市では，市全体でス
ポーツ活動が盛んであり，同校はブラワヨ市の全教員養成校の生徒を対
象とした、500人規模のスポーツ大会を毎年開催している。しかしながら，
当時同校の体育館は老朽化が著しく，また必要な体育器具も不足してい
たことから，同校が当時必要としていたもの，それによって大きな裨益効果
が上がることが確実であったものを供与したこと，また，体育科長がしっか
りと管理していることも，成功の要因であると言える。
また，同校にはJOCVの隊員が派遣されており，日本による協力を常にア
ピール出来ていることも大きな要因であると思料する。

チュニ
ジア

屋内バスケットボール場建
設計画

2016年2月25日 2016年12月21日
チュニジア共和国のチュニス市中心街に位置する屋
外バスケットコートを，屋内バスケットボール場として
整備するもの。

¥9,792,580 アル・ヒラル チュニススポーツ協会

屋内競技場として整備したことにより，気象条件に関係なく，また，床の凹凸を無くしたことで怪我無く安心して利用でき
ることから，案件実施前と比較して使用環境が大幅に改善された。毎日の競技場利用スケジュールが定められ，平日
はアル・ヒラル協会員及び他団体の活動，近隣の学校生徒の体育の授業，週末は同協会を含む複数の団体の練習試
合に利用されており，十分な裨益効果が達成されている。

協会員のみならず近隣の学校生徒にも利用されている施設であったため，
一定以上の裨益者数が保障されていたこと，屋内競技場の整備により，年
間を通した継続的な活動が可能となったこと，また，案件実施前に土地所
有者であるチュニス市に建設許可を得ていたこと，加えて，同市やスポー
ツ省といった公的機関と共同で案件を実施したことが成功要因である。

モンゴ
ル

ウランバートル市チンゲル
テイ区第23番実験学校日
本語学習環境改善計画

2018年3月7日 2018年11月20日

ウランバートル市所在の国立ウランバートル第23番
学校において，既存施設を日本語学習要教室として
改修し，併せて日本語学習機材を導入することで，
生徒等が快適且つ効率的に日本語を学習できる環
境を整備するもの。

¥7,482,420 チンゲルテイ区第23番実験学校

本件実施により2教室が整備されたことにより，日本語の授業が当該学校に定着し，学習環境が改善した。供与された
スマートボードの活用により授業の効率化につながったり，配布資料が，デジタルで簡単に閲覧できるようになった。現
在，生徒454名が日本語を履修しており，当初の計画通り効果が発現している。

日本語学習者の確実なニーズがあったことに加え，士気の高かかった日
本語教師４名が，本件を実施し学習環境が環境が改善されたことで，さら
に意欲が高まり，生徒の意欲向上にもつながっている。

ボスニ
ア・ヘル
ツェゴビ
ナ

サラエボ大学獣医学部微生
物及び化学実験教室改修
計画

2016年2月10日 2017年6月30日

　ボスニア・ヘルツェゴビナの獣生物化学，獣医微生
物学，獣医免疫学及び畜産物及びその加工品の安
全研究等の分野における教育・人材育成及び研究
発展のため，サラエボ大学獣医学部の微生物学及
び化学のための実験教室を改修・整備するもの。

¥9,346,680 サラエボ大学獣医学部

実験教室は，免疫学，獣医微生物免疫学，牛乳及び乳製品の衛生学，獣生物化学の学科を中心に使用されている。
現状は，微生物実験教室が10名程，化学実験教室が80名程により活用されており，設立以降，断続的にほぼ毎日利
用がなされている。同学部は70年の歴史を持つものの，内戦により学校の設備は大きな損傷を受け，利用が困難なレ
ベルとなっていた。今次日本の支援を受け，これらの施設が，同学部が最も誇ることのできる施設となり，また最も活用
されている施設となっている。最先端の機材を利用し得られる知識はそうでない場合とは比較できず，これらの機材を
配備できたことによる学生への影響は大きく，これらの教室で学ぶことを目指す生徒達のモチベーションは著しく高まっ
たと同学部副学部長は述べている。同学部は畜産関連の食品の品質，成分に関する分析，調査，研究を行っているボ
スニア唯一の機関であることから，酪農，畜産に従事している国民，ひいては当国国民全体に効果が発生していると考
えられる。

整備が急がれるべき，紛争により破壊された教育施設の修繕案件であっ
たこと，当地市民に直結する乳製品の衛生学，獣生物化学を学ぶ施設へ
の支援であり本校での教育が多くの当地民に裨益しうる施設であったこ
と，また大学側の機材使用，維持管理体制がしかるべく確立された点が成
功要因である。
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国名 案件名
贈与契約（Ｇ／Ｃ）

締結日
完了日 案件概要 供与限度額 被供与団体名 問題・指摘の概要 原因 これまでの対応及び現状等 今後の対応・教訓等

ギニア
ビサウ

ギニアビサウテレビ局機材
整備計画
（セネガル大）

2010年11月11日 2011年11月18日 テレビ局機材を整備するもの。 ¥9,358,426 ギニアビサウ国立テレビ局
調達機材に不備（故障）
がある。

納品された機材の一部に不備（故障）がある。

被供与団体からの本件完了の最終報告書の提出後，2012年4月にクーデターが発生し，現地の政情不安や，ギニア
ビサウとの接触制限もあり，本件の実施状況が確認できなかった。2014年の各種選挙の平和裡な実施を受け，経済
協力の再開に向けた活動を開始し，その一環として2014年11月に在外公館員が出張して実際の設置・稼働状況を視
察したところ，一部の機材は稼働しているものの，当初の計画（新品の供与）と異なり一部の品目が中古で納品され
て，故障して使用できないものがあることが判明した。在外公館は，被供与団体及び所管官庁である通信省に対し
て，これまで二国間政策協議等の機会に当初目的の効果が発現するよう申し入れた。被供与団体は，一部の品目が
中古で納品されていた件について，関係者を刑事告発するなどの措置を講じるとともに，資金不足という制約の中で
不良機材の修理を行い，自助努力を行ってきた。その甲斐あって，故障していた編集機材が使用可能になり，番組制
作に幅が出るといった成果が出ている。

クーデター後，被供与団体は修理などの自助努力を行っており，機材は計画当初の耐用年
数を間もなく迎える。被供与団体のみならず所管官庁等も巻き込み，再発防止策を含め検討
する。

コスタリカ・オリンピック委員会

①効果が現れている案件の代表例

コスタリ
カ

プロジェクトによりコスタリカ・オリンピック委員会を通じてスポーツ器材を整備した(1)体操，(2)シンクロナイズドスイミン
グ，(3)卓球，(4)フェンシング，(5)ボクシングのいずれの競技団体も，質の高い練習環境を提供することができ，選手の
士気向上及び競技人口が増加に貢献した。
また，国際大会も開催も可能となり，より積極的に国際大会を誘致できるようになった。例えばボクシング・リングを整備
したコスタリカ・ボクシング協会は，2018年10月に中米ボクシング大会を開催。本大会の開会式の同協会長のスピーチ
で，このボクシング・リングが日本政府の供与によるものであることを，内外のボクシング関係者等にアピールした。ま
た，開会式に出席したエルナン・ソラーノ・スポーツ大臣より，「自分は，ボクシング，フェンシング，卓球等の国際試合に
出席しているが，どの大会でも日本政府による器材供与や人的な貢献等を目にする。日本政府のコスタリカ・スポーツ
界への多大な貢献に改めて深謝する。」旨述べた。

スポーツ器材を供与した競技団体のうち，フェンシング，卓球，体操の各競
技団体にはJICAボランティアが活動しており，選手の育成のみならず，競
技器材の正しい使用方法や維持管理についても指導してきたことが成功
要因である。
また，各競技団体が主催する国内・国際試合に大使館員が頻繁に出席し
ながら，各競技団体と緊密な関係を構築するとともに，供与器材の使用方
法等についても注意深く見守っていることも成功要因である。
日本大使館は，スポーツ交流を重点施策として積極的に推進し，コスタリ
カ・スポーツ界における大使館のプレゼンスは以前から非常に高かった
が，本プロジェクトで器材供与式を各団体個別に５回も開催したことで，日
本のプレゼンスが更に向上したことも成功要因の一つと考える。

②かつて改善すべき点があったが，現在は効果が現れている・外部からの指摘事項が改善している案件

コスタリカ・オリンピック委員
会スポーツ器材整備計画

2017年1月19日 2018年2月21日

コスタリカ・オリンピック委員会が、２０２０年東京オリ
ンピック・パラリンピック競技大会を目指し、強化を図
るスポーツ分野である (1)体操、(2)シンクロナイズド
スイミング、(3)卓球、(4)フェンシング、(5)ボクシング
に関する競技器材を整備するもの。

¥9,981,360



キュー
バ

スポーツ応用科学研究セン
ター機材整備計画

2014年3月4日

2017年5月24日

（計画変更承認による
完了）

スポーツ応用科学関連機材を整備するもの。 ¥9,799,381

マヌエル・ファハルド大学（スポーツ応
用科学センター）
※2018年10月に「キューバ・スポーツ研
究センター」に変更

一部機材未調達により案件が遅延している。

キューバでは，プロジェクトの開始には各省庁と調整しタームズオブレファ
レンスを締結する必要があるが，必要手続きの煩雑さによりその締結に時
間がかかった。
一部機材について，当初予定していた機材調達先からの輸入が困難にな
り，機材調達目処が立たなかった。

早期案件完了に向け，在外公館として随時働きかけを行ってきたが，一部機材の確実な調達目処が立たなかったこと
から，購入機材内容を変更することとなった。現在，内容を変更した上で購入したすべての機材は適切に管理・利用さ
れており，2020年東京オリンピックに向けた選手の育成およびトレーニングが多数の競技で始められている。
なお，本件は被供与団体下のスポーツ応用科学センターを供与機材の実施主体として進めていたが，所掌の移管に
より同センターが大学から独立し名称も変更したことに伴い，必要な手続を経て被供与団体の変更を行った。

キューバでは，体制上プロジェクトの実施承認まで多くの省庁の承認を得る必要があるが，
執行計画の策定やフォローアップの頻度を増やす等の対策をとりできる限り早いプロジェクト
の実施を目指す。また，機材供与プロジェクトに関しては，輸入品目の査定を十分に行い，国
内で調達可能なものを優先にすることで，速やかなプロジェクト実施を目指す。



コンゴ
（民）

高等教育学院日・コンゴ交
流センター整備計画

2012年2月29日 2013年5月31日 交流センターを建設するもの。 ¥9,819,281 ＡＣＡＤＥＸ教育グループ 案件完了が遅延した。効果発現状況が不十分である。
広い面積の建物に，支柱なしで屋根を架けるといった技術的な困難によ
り，工事が遅延した。被供与団体の運営改善が必要であった。

　2013年3月12日に建物の完成式を実施後，交流センターを開設し日本語教室と武道等講座の運営を開始した。在外公館
は案件完了まで指導を実施し，調達が遅れていた機材（畳，長椅子，黒板）を配備し，同年5月に案件が完了した。2016年5
月には，本件で建設した建物，供与した機材ともに適切に使われており，管理も行き届いていること，また，ＯＤＡステッカー
も確認できた。2017年4月には建物の外壁に「日本の支援」であることがわかるプレートが設置された。2016年9月には次期
団体代表と考えられている人物を新マネージャーに任命し，運営の改善及び利用者・収入の増加をはかっている。
　2018年4月から2019年3月まで総利用者数は述べ16,740名となった。2018年12月に当地で実施された大統領選挙に伴う情
勢不安定化の影響で，選挙前後には利用者数が減少したものの，再繁忙期であった8～10月の総利用者は平均述べ2,410
名/月（述べ602名/週）であり，活動実績は当初目標に大きく近づいた。また交流センター活発化に向けた団体の自助努力
により，従来開講されていた柔道・空手教室に加え，合気道・護身術といった多様な武道イベントの開催，日本語能力試験や
スピーチコンテストの開催，日本学生との連携による「日本文化の日」イベントの企画等，積極的な活動が展開され，利用者
数の増加に向けた努力が継続されている。

在外公館によるフォローアップと指導の結果，被供与団体による交流センターの運営には改
善が見られるが，利用者数（武道等講座，日本語教室）が当初の目標値を達成できるよう，
引き続き継続した努力と工夫が必要である。在外公館も引き続きフォロー・側面支援を行う。
また，日本の理解・関心の強化，日・コンゴ(民)の相互理解と友好関係の増進のためにも，在
外公館は交流センターを効果的に活用していく。

事業完了後も在外公館・被供与団体間で密に連絡を取り，交流センターの運営，団体側の
実施・維持管理体制にかかる問題を共に考えていく。

チュニ
ジア

エルメンザスポーツ屋内ハ
ンドボール場整備計画

2014年12月15日 2019年4月19日
屋外ハンドボールコートを，屋内ハンドボール場とし
て整備するもの。

¥9,617,920 エルメンザスポーツ協会 案件完了が遅延していた。

複数回の請負業者変更があった。
工事に関する市役所への手続き不備により工事が中断した。
被供与団体役員の交代に伴う本件の引継ぎが適切に実施されていなかっ
た。
被供与団体の工事の見積もり内容に不備があったため，案件完了の資金
不足が発覚し，資金援助をチュニス県に要請したが，その認可に時間を要
した。

在外公館より被供与団体に対し，定期的な状況の確認，サイト視察を頻繁に実施した。
被供与団体の資金不足が明らかになった際には，在外公館からもチュニス県知事を往訪の上，本件に対する支援の
働きかけを行ったところ，財政支援が決定した。
チュニス県から補助金交付を受けたチュニス市が未完了部分の工事契約を締結し，工事を再開したが，資材高騰に
より屋根の設置工事が中断したため，在外公館より被供与団体に対し資金集めの自助努力を促し，チュニス市及びス
ポーツ省に対し追加支援の働きかけを行ったが，屋根設置の目処は立たなかった。
しかしながら，クラブ員及び地域の学校生徒によるハンドボール場の利用は開始されており，屋根設置を待たずとも
一定の効果が発現していることから，当初の要請内容から屋根の設置工事を除外する計画変更が要請され，これを
承認し，案件が完了した。

今後の案件審査においては，過去の類似案件の価格を確認し，見積の妥当性を検討する。
それぞれの項目毎に三社見積もりを比較し，提示価格に大きな相違がないこと，見積価格の
妥当性を確認する。案件形成段階から，工事に要する数量等の確認を徹底するため，建築
家等から見積もり内容を担保する書面を提出させる。被供与団体の財政状況を十分に確認
するとともに，不足の事態に備えてあらかじめ関係機関等による協力のコミットメントを書面で
取り付けておく。

チュニ
ジア チュニス柔道場拡張計画

2015年3月5日 2018年8月20日
既存のチュニジア柔道連盟柔道場に，トレーニング
ルーム，更衣室，シャワー室等を増設するもの。

¥8,686,848 チュニジア柔道連盟 案件完了が遅延していた。
入札手続きが遅延するとともに，入札価格が高騰した。
被供与団体担当者が長期間不在であり，同団体等の連絡調整能力が欠
如していた。

工事契約の入札不調に関し，在外公館より累次に亘り被供与団体を所管するスポーツ省にハイレベルを含め働きか
けを行ったところ，４回目の入札で工事契約が成立し，2018年8月にトレーニング場が完成した。被供与団体側の負担
によるトレーニング機材が2018年12月に設置され，供用を開始している。

被供与団体の案件実施能力，特に連絡調整能力に長けた団体であるか案件形成前の段階
から留意しておく。
また、チュニジアで「連盟」の名を冠するスポーツ団体は，スポーツ省の所管であり，同省は，
所管団体の意思決定及び入札の権限等を有している。本件の遅延は、スポーツ省内部の手
続きに拠るところも大きく，今後「連盟」に対し支援を行う場合には，事前にスポーツ省と調整
を行うとともに，案件形成を慎重に行う。

ブルキ
ナファソ

バズレ文化・民族博物館建
設計画

2011年3月25日 2012年6月1日
展示室を建設・整備及び伝統工芸の実演，展示ス
ペースを建設するもの。

¥8,672,480 ブルキナファソ国立博物館

2013年9月に実施された参議院ＯＤＡ特別委調査団から，以下2点の指摘があった。
①入館者数の少なさ（月40人）
②伝統文化遺産の保存や情報発信という目的をより一層果たすべく何らかの有効策を検討すべき
また，2017年6月のフォローアップ調査時において一部機材の所在が不明であった。

　維持管理を担当しているバズレ村落観光開発協会は，管理体制が脆弱
であり，正確な入館者数を把握し，入館者増加に必要な改善策を策定・実
施していなかった。

また，2013年9月に指摘を受けた問題点について策定された改善策が実
施されていない他，一部機材が 所在不明や故障により活用されていな
い。

　2013年9月の参議院ODA特別委調査団からの指摘により，バズレ村落観光開発協会が改善を行い，2014年8月の
入館者は550人，2015年5月の入館者は800人となった。2017年6月の在外公館の視察時には訪問者数は月平均200
人程度となり，一部設備や機材が故障或いは所在不明であった。
　2019年３月に，大使館の呼びかけにより，国立博物館，市役所，観光開発協会が会議を開き，同館活性化のための
協力体制を構築し，博物館スタッフやガイドへの研修実施，一部機材の修理開始，運営予算の割り当て，近隣ワニ園
とのペアチケット販売や近接地への市場開設への準備などが進められた。同取組みにより2019年3月の入館者数は
270人を超え，当初想定された入館者数月平均460人の６０％に達した。また，同年5月には2週間で350人の入場者数
があった。
　所在不明であった機材については，所在が判明したもの，要請団体負担で補充できたもの，消耗品のため補充は不
要であるものなどを確認できた。他方，一部機材（全２８品目中６品目）は所在が不明であったが，現在の展示には不
要であるところ，同博物館は，補充はせず現存する機材の管理を徹底することを誓約した。

在外公館としても継続的な連絡体制により運営を確認し，問題点などは国立博物館，市役所
などと連携体制を継続する。
被供与団体の案件実施能力，特に連絡調整能力に長けた団体であるか案件形成前の段階
から留意しておく。

ミクロネ
シア

コスラエ州野球場改修計画 2016年3月21日 2018年10月22日 野球場の改修を行うもの。 ¥9,952,030 コスラエ州教育局 案件完了が遅延していた。
計画変更（野球場の照明ポールの高さの変更）の必要性についての協議
に時間を要し，工事に遅延が発生した。

計画変更の必要性について，在外公館から被供与団体内に対し，早急に結論を出し，完工するよう働きかけた。最終
的に計画変更を行わないとの結論が出された上で工事が継続され，2018年10月に完了した。現在，コスラエ州教育局
により管理され，スポーツ交流の場として活用されている。

今後の案件の実施に当たっては，案件に関わっている州政府関係当局とも密に連絡を取り
ながら，進捗状況を随時モニタリング・フォローする。
案件実施にあたっては，野球場の照明ポールの高さといった分野毎の技術的側面につい
て，案件形成前の段階から留意が必要。

ラオス ルアンパバーン県工芸学校
整備計画

2011年11月29日 2012年5月31日
仏像修復のための機材の整備及び仏像保存のため
の倉庫を建設するもの。

¥5,218,159 ルアンパバーン県工芸学校 供与機材の稼働率が，当初予定より低い。
被供与団体であるルアンパバーン工芸学校が，同案件による機材・倉庫
の整備後まもなく，キャンパスを郊外に移転させたことで，機材及び倉庫が
旧敷地に残され，十分な活用がなされてこなかった。

被供与団体の活動サイト移転により，整備された機材及び倉庫が十分に活用されてきておらず，効果の発現が不十
分な状態が続いていた。
学校跡地の倉庫に機材が残された状態では，新校舎での修復作業や実習に支障を来すため，在外公館からの働き
かけの結果，2017年3月に全ての機材が新校舎に移転されたことを確認した。2019年5月の在外公館による調査時点
では、供与18機材中15機材が日常的に使用されており、計画段階で予定されていた活用時間数の8割程度まで改善
した。使用されていない3機材は修理または操作確認が必要とのことであった。また，機材を全て移転した後の旧倉庫
については、現在、連携大学から仏像修復指導の専門家が来訪した際の宿舎として使用されている。被供与団体とし
ては、今後はセミナーやワークショップ等に旧倉庫を使用したいと考えている。

本件実施後半年後に同 学校がキャンパスを移転する事態が予測できず，結果として，機材
及び倉庫の有効かつ十分な活用がなされなかったことから，新規案件の発掘にあたっては，
中長期的視点に立った十分な事前調査が求められる。旧倉庫及び機材が有効活用されるよ
う引き続きフォローしていく。

国名 案件名
贈与契約

（G/C）締結日
完了日 案件概要 供与限度額 被供与団体名 問題・指摘の概要 原因 これまでの対応及び現状等 今後の対応・教訓等

エチオ
ピア

アワサ合気道道場及び多
目的活動ホール建設計画

2014年2月6日
合気道道場・多目的ホールを建設し，畳，練習着・道
具を整備するもの。

¥5,555,254 少年による地域変革の活動（AYCC)
建設用地が確保できていない。

当初，建設予定地はエチオピア政府から供与された土地であり，Ｇ/Ｃ署名
後すぐに建設を開始できるとされていたが，その後，南部諸民族州政府担
当が異動し，建設許可が下りない状況が続いた。

2017年3月に被供与団体から未使用金の返金がなされたが，一部未回収金が残っている。一部未回収金について
は、弁護士を通して、回収すべく動いている。他方、裁判へ持ち込むと、回収金額より訴訟金額の方が大きくなってし
まうために、裁判へ持っていかずに回収すべくフォローしている。

今後の施設建設案件に係る審査に当たっては，土地の使用許可に関して，政府のみなら
ず，地元自治体からも土地使用許可を書面で確認することを徹底する。また，被供与団体の
代表者に案件実施能力があるかどうか等を，より厳格に審査する必要がある。

コンゴ
（民）

高等商業学院日本語学習
環境改善計画

2015年3月24日
高等商業学院外国語センターにおける日本語教育
に必要な視聴覚機材等を整備するもの。

¥4,863,095 高等商業学院 在外公館と被供与団体による贈与契約署名後，現在までに予定されていた機材の約3割しか調達されていない。
被供与団体で本件を担当していると考えられていた元日本語講師が全供
与資金を引き出した後，残りの機材の調達がなされていない。

　被供与団体は，本件の贈与契約上の履行義務を果たすために，供与資金を持ち逃げしたと考えられている元日本
語講師に対して同団体の顧問弁護士を通じた司法手続きを行った。しかし，横領を立証するには当該金額の不正支
出に係る証拠が必要であるとされ，それがなければ裏付けがとれないと消極的な態度を警察が示した。
　在外公館は，持ち逃げした本人が警察や被供与団体と結託している可能性もあるとの顧問弁護士の意見を踏まえ，
働きかけ先を同団体の主管省庁である高等教育省とし，同省大臣宛書簡を送付するとともに面会等を行い，本事業
の完了に向けた機材調達への要請を継続してきている。他方，2018年末の大統領選挙ならびに2019年1月の新大統
領就任以降，新政権樹立の動きの影響で大臣への働きかけが行えない状況が続いている。

在外公館は，被供与団体による司法手続の動向を引き続きフォローしつつ，調達済の機材で
当初予定されていた学習効果向上が図られるか精査する。また，高等教育省に対して未調
達機材の調達，代替手段の検討等について働きかける。また，被供与団体における教育広
報・各種行事の実施を通じて，少しでも本案件の目的（日本語普及）が達せられるよう努め
る。案件の形成にあたっては，事業担当者を属人的に信頼せず，事業担当者のみならず被
供与団体代表を含む幅広い関係者とも緊密な協議を行う。また，案件の進捗管理について
は，在外公館は，領収書等の客観的な証拠書類を十分に確認する。

コンゴ
（民）

ルブンバシ柔道連盟柔道環
境改善計画

2016年1月27日
ルブンバシ柔道連盟及びその所属柔道クラブにおい
て柔道器材を整備するもの。

¥9,175,650 ルブンバシ柔道連盟
被供与団体が，在外公館に相談なく，当初予定していた配布先以外の柔道クラブ，他地区の柔道連盟に対しても供与
器材を配布した。

贈与契約署名時にルブンバシ柔道連盟の代表であった被供与団体署名
者は，後に同連盟の上位団体にあたる旧カタンガ州柔道リーグ連盟会長
職に就任したことに伴い，旧カタンガ州内での柔道普及のためにルブンバ
シ以外の他地区連盟に対し柔道器材を配布した。また，ルブンバシ市内に
おける柔道家人口の増加に伴い，当初予定していたルブンバシ柔道連盟
所属のクラブ以外にも柔道器材を配布した。

在外公館は，被供与団体に対し，事前の相談なしに予定されていない団体等へ供与器材を配布したことについて抗
議するとともに供与器材の現状を確認した。ルブンバシ柔道連盟に所属し当初供与が予定されていなかったクラブに
ついては供与の妥当性等に関する更なる情報提供，他地区連盟については供与器材の回収を申し入れた。2019年5
月現在，各供与器材の所在とともに，現状（当初予定されていなかった団体を含む）配布先の各クラブにて保管・利用
されていることは確認された。供与先が遠方かつ広範囲に亘ることに鑑み，器材の回収を引き続き追求する一方，供
与予定であったにも関わらず物資が配布されていない団体への物資配布については，被供与団体の費用負担及び
責任で完了させることも視野に先方と調整を行っている。

ルブンバシ柔道連盟に所属するクラブについては，供与器材の必要性・妥当性を検討する。
また，他地区連盟については，引続き器材の回収を追求もしくは被供与団体による自己負担
調達の可能性を追求する。今後類似案件については，贈与契約署名時に，被供与団体から
在外公館に対して，案件内容・スコープの変更時には，贈与契約に記載があるとおりすべか
らく在外公館に事前に相談し在外公館から承認を得るよう周知徹底させ，必要に応じ別途の
誓約書を提出させる。

スーダ
ン

アフリカ・アジア研究所日本
語学習機材整備計画

2013年3月11日 2014年3月23日
日本語学習のための視聴覚学習機材を整備するも
の。

¥5,013,414
(ハルツーム大学）
アフリカ・アジア研究所

供与機材の活用が不十分である。

供与機材の設置場所である日本語ラボで盗難事件が発生し，ラボの管理
人を新たに雇用することが決定されたが，管理人の新規採用までの期間，
授業時間外は閉鎖されることとなった（本件供与機材が盗難にあったわけ
ではない。）。供与機材の効果が十分に発揮されていない。

管理人が採用され，日本語ラボは開放されており，一定数の利用者数はいるものの，複数のＰＣ機材が起動せず，メ
ンテナンスが不十分である。また，当初の目的としていた方法（授業内で供与機材を使用）では利用されていない。

PC機材のメンテナンス及び効果的な使用に関し，今後も定期的にフォローアップし，供与団
体に働きかけを行う。

ブラジ
ル

連邦直轄区言語センターパ
ラノア校日本語学習環境整
備計画

2018年3月8日
公立の語学学校の日本語コースの開設に併せて，
資料室及び教室用の機材を整備するもの。

¥5,743,100
「学校間言語センター・パラノア校」

既に日本語コースは設置され，調達済みの教室用機材も１６０名が活用して学習をしているが，資料室用の書籍等が
調達できず，資料室に係る効果が発現していない。

度重なる校長の交代による引き継ぎの不足。また，当初不要との説明で
あった日本からの書籍等の調達に係る関税免除の確認に時間を要したこ
と。調達予定であった国内業者が税金未納等により調達の対象とならなく
なったこと。また，調達に必要な海外送金に係る連邦直轄区内の手続き確
認に時間を要していること。

国内調達分機材は適正に購入していたが，人事異動に伴う引き継ぎの不足により，一部，供与品目にない機材を購
入して他の調達に支障を来したため，在外公館が大使名で抗議し，是正した。その後，日本からの調達に関税を付加
される可能性（当初は教育目的のため非関税との説明であった）が浮上し，在外公館が間に入って伯外務省と調整
し，問題は解決した。しかし，被供与団体からの海外送金（日本の書籍専門店への送金）について連邦直轄区内の手
続きが極めて硬直的であることが判明したため，在外公館から連邦直轄区教育長官補佐官に状況を説明し，直轄区
政府に被供与主体を直接サポートさせるとともに，書籍の調達方法にき改めて協議中である。

案件が進捗しない場合は教育長官等に申し入れをする予定である。本件遅延は被供与団体
の設置者たる連邦直轄区教育局のフォローの不足によるところも大きく，今後同様又は類似
の支援を行う場合は、同局の全面的な協力・支援を予め確約させる必要がある。また，海外
調達の具体的手続，関税免除の方法等について，案件形成時にあらかじめ詳細を関係者間
で共有させる必要がある。

ベラ
ルーシ

ベラルーシ美術館障害者用
設備・展示用機材整備計画

2018年1月19日 2018年9月10日
車椅子使用者及び視覚・聴覚障害者の美術品鑑賞
条件を整備するもの。

¥9,366,060
ベラルーシ美術館

供与機材は整備され，使用されているものの，外部監査が未実施のため，案件完了が遅延している。

被供与団体であるベラルーシ美術館は，当初，２０１８年中に国内法に基
づいた会計検査を受けると説明していたものの，同監査が未実施となって
いる。時期実施時期は未定であり，遅ければ２０２３年の実施となる可能性
がある。

ベラルーシ美術館に対して，次会計年度の予算に外部監査費用を盛り込み，国内法に基づいた次回関係監査を待た
ずして有料で監査を実施するよう申し入れ中である。

当館からの申し入れの誠実な履行を働きかけ，先方対応を注視する。

ペルー アレキパ州特別基礎教育セ
ンター柔道教室整備計画

2013年3月22日 2014年10月1日
特別基礎教育センター視覚障害者を対象とする柔
道教室の畳及び柔道着を整備するもの。

¥1,609,632
「ピラールの聖母」特別基礎教育セン
ター

柔道教室の開催頻度が当初計画よりも低く，センター外の人々を対象とした講座開設も実施されていない。 当時のセンターの責任者から協力的な対応が得られなかった。

2017年１月にセンター長が交替したことを受けて，在外公館が同センター長に働きかけた結果，同センター長は本件
を前進させるために取り組んだ。その後，ＪＩＣＡ隊員を新たに受け入れ，また柔道指導者の協力により，一定期間柔
道教室の開催数を増加させることができた。2018年に新たなセンター長が着任し，運営側の意欲はあるものの，一般
市民を対象とした柔道講座の を開設については，指導者不足により，実施できていない。

在外公館として本センター（被供与団体）に，教室の開催頻度をあげ，外部対象講座の開設
を実現するよう引き続き申し入れ，フォローしていく。

ボツワ
ナ

ボツワナ空手協会空手道
場拡張計画

2018年2月28日 空手道場を拡張するもの。 ¥9,346,590 ボツワナ空手協会 案件完了が遅延している。
被供与団が契約した業者から下請け業者への支払が遅れ，工事が４か月
停止したことにより，計画の完了が遅延している。

在外公館から被供与団体に対して，工事の再開を再三働きかけを行い，被供与団体の上部団体であるボツワナ国家
スポーツ委員会に対しても情報共有及び働きかけを行った。2019年初旬に被供与団体が直接，下請け業者に費用を
支払うことで工事は再開し，遅延をある程度取り戻したものの，当初の実施期間内には計画が完了していない。被供
与団体は実施期間延長を申請し，工事完了に向け業者への働きかけとボツワナ国家スポーツ委員会への情報共有
を行っている。

被供与団体に工事の進捗状況について確認しつつ，早急に完工させるよう働きかけを継続
する。また，上部団体であるボツワナ国家スポーツ委員会に対しても引き続き働きかけを行
う。

草の根文化無償

③改善すべき点などがある案件


